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Amyloid precursor protein 770 is specifically expressed and released from platelets 
 （アミロイド前駆体タンパク質 APP 770 は血小板に特異的に発現し放出される） 
 
血小板は血管損傷後の止血機能に重要な役割を果たすだけではなく、冠動脈疾患（coronary artery 
disease ; CAD）や脳血管疾患の発症にも関与している。そのため、CAD や虚血性脳疾患患者には、抗血小
板薬療法が行われるが、これにより、重大な出血を引き起こす危険性が増大する。そこで、患者個別に血小
板活性化の程度や抗血小板薬の薬効を評価することが強く望まれている。 
アミロイド β前駆体タンパク質（amyloid precursor protein ; APP）770 は血管内皮細胞に発現しているが、こ
れはタンパク分解酵素によって、細胞膜から切断され、細胞外領域タンパク質である可溶型 APP770（soluble 




活性化マーカーである可溶型 CD40 リガンド（soluble form of CD40 L ; sCD40L）測定値を比較した。次に、ヒ
ト検常人末梢血から分離したリンパ球を刺激し、CD40L と APP770 の存在をフローサイトメトリーによって解析




diphosphate ; ADP）刺激によって血小板凝集させると、血小板は即時に sAPP770 を放出することを示した。 
最終的に、冠動脈疾患患者血漿中の sAPP770値を測定し、抗血小板薬療法を受けている患者群と受けて
いない患者群で sAPP770 値を比較することで、抗血小板薬 2 剤併用療法を受けている患者血漿中の
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の発現はリンパ球には認められない。従って、sAPP770 は sCD40L よりも正確
に血小板の活性化を反映すると考えられる。さらに申請者は、冠動脈疾患に対し
て抗血小板薬を 2 剤内服している患者群における血漿 sAPP770 濃度が、抗血小
板薬を内服していない患者群よりも統計学的に有意に低いことを明らかにした。 
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